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出典：SHASE-A206-1019 給排水衛生設備基準・同解説

□トイレ適正器具配置算定表

□サービスレベル概要

６ー１　トイレ適正器具配置算定

資料編

（１）器具数の算定方法

・給排水衛生設備基準に基づき、利用人員と男女の割合を適切に予想したうえで、その男女別推定利用人員に対する各　

　サービスレベルを満足する器具数を右表を用いて算定します。

・右表は建物の器具利用特性として、休憩時間などに集中的に利用される「集中利用形態」とし、シミュレーションに

　より算定した器具数をグラフで示しています。算定条件として、器具ごとに「器具占有時間」「児童・生徒数に対す

　る器具利用者の割合」「サービスレベル」を設けています。シミュレーションは休み時間を 10 分と定めて行います。

・児童生徒のトイレは学年ユニットごとに設置します。利用人数は学年ごとに最大人数として算定します。集中的な利

　用が予測されるためサービスレベルは上限値のレベル 1を用いて算定します。

・学校開放エリアのトイレの利用人数は学童保育施設の児童数から算定します。分散的な利用が予測されるためサービ

　スレベルは平均値のレベル 2を用いて算定します。

（２）利用人数の算定

・児童生徒トイレ対象人数　120 名

男女比率　5：5　→　男性 60 名：女性 60 名

・1階職員トイレ

対象人数　54 名

男女比率　5：5　→　男性 27 名：女性 27 名

・1階学校開放エリアトイレ

対象人数　120 名

男女比率　5：5　→　男性 60 名：女性 60 名

（３）算定器具数
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６ー２　空調システム比較検討
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□校舎棟の空調システム比較表

※料金単価　電気　：2,547.6 円 /kW（基本料金）、33.24 円 /kWh（電力量料金）
　　　　　　ガス　：422.18 円 / ㎥（R5 年 3 月 建設物価による）
　　　　　　灯油　：112.93 円 /ℓ（R5 年 2 月北海道消費者協会による）
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６ー２　空調システム比較検討

□屋体棟の空調システム比較表
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※料金単価　電気　：2,547.6 円 /kW（基本料金）、33.24 円 /kWh（電力量料金）
　　　　　　ガス　：422.18 円 / ㎥（R5 年 3 月 建設物価による）
　　　　　　灯油　：112.93 円 /ℓ（R5 年 2 月北海道消費者協会による）
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砂川市義務教育学校建設基本設計　太陽光発電装置の導入検討

１．検討条件
　(1)発電容量は5.0kW(架台設置形)とします。 [年間発電電力量の試算]
　(2)ライフサイクルコストの試算は、 a.計算根拠
　　①全量自家消費とします。 ・推定方法は、JIS C 8907:2005「太陽光発電システムの発電電力量推定方法」による。
　　②計算期間は３０年とします。 ・日射量データは、独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の年間月別日射量ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
　　③発電量＝買電料金の削減となるため、業務用契約料金単価33.24円ｘ年間電力量料金発電量を、削減量と 　（MONSOLA-11）による。

　します。 ・平均気温データは気象庁データ（滝川、30年統計による平均値）からとする。
　　④構成は、「イニシャルコスト」－「年間電力量料金削減額（自家消費）」＋「機器更新費」とします。
　　⑤イニシャルコストは、今後の物価上昇などを加味し、メーカー概算見積りの0.8掛けとします。 b.シミュレーション条件
　　⑥機器更新費は、電力変換装置、データ収集・表示装置など電子部品を搭載している機器について、８年 ・太陽電池アレイ設置条件
　　　目で更新が必要との前提とします。 〇場所 ： 砂川

： 90° ※南向き
２．年間発電量シミュレーション結果 〇傾斜角 ： 50° ※冬季積雪を考慮した角度。最適傾斜角度は32.7°

：
〇太陽電池の種類 ：
○設置形式 ：

c.年間発電電力量シミュレーション

３．ライフサイクルコスト試算結果（30年）

４．注意事項
(1)太陽光発電設備の設置の可否は、電力会社との協議が必要になります。
(2)上記(1)は実施設計期間中に行うことになりますが、電力会社との正式契約は本建物の建設中になることから、
　 諸条件の変更が生じることによるコスト変更対応など、計画上のリスクも想定されます。
(3)社会情勢により、関連制度の大幅な変更が行われている可能性があります。 ΣEPm

134.7 55.8 49.0

EPm

135.8 130.8 126.8 121.8 117.3 102.071.3 97.7 136.7

288

31 31 30 31 30 31
1.86 1.58

日 31 28 31 30 31 30
4.38 4.36 4.09 3.93 3.91 3.29Hs 2.30 3.49 4.41 4.49

0.796

Gｓ 1
5kW

0.720 0.706 0.703 0.720 0.745 0.771

PAS

0.807 0.804 0.788 0.762 0.737

0.952 0.933 0.9301.068 1.064 1.042 1.008

18.4

TCR 11.5 12.3 16.7

⊿T

23.4

-0.5

1.020 1.0530.952 0.9850.975

11.7 16.2 20.0 20.7 16.3 9.6

28 21 14.430.1 34.6 38.4 39.1 34.7

9月

5kW

10月 11月 12月
ＫHD 0.97

2月 3月 4月 5月 6月 7月

TAV -6.9 -6.1 -1.7

〇方位角

〇定格出力
結晶系
架台設置形

1月

0.94
ηIND 0.90

ＫPD 0.95
ＫPA 0.97
ＫPM

0.76

5.0 2.6 -4.0

Ｋʼ

平均気温

8月

加重平均太陽光パネル温度上昇

アレイ回路補正係数
アレイ負荷整合補正係数
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ実効効率

4,791

393 538 513 500 471 447 428 422 380 215 195

αPmax

K

KPT

HAM

月別総合設計係数
K＝Ｋ' × ＫPT

標準試験条件における日射強度

年間発電電力量

月積算傾斜面日射量
月間発電電力量

EPM＝K / Gs × PAS ×HAM

太陽電池の定格出力の合
月平均斜面日射量

日数

KPT＝1+αPmax（TCR-25）/100

加重平均太陽光パネル温度
TCR'＝TAV ＋ ⊿T

最大出力温度係数
温度補正係数

機器更新費(3回) ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ
\10,012,000 \-4,777,620 \16,215,000 \21,449,380
ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ概算 電力量料金削減額

日射量年変動補正係数
経時変化補正係数

基本設計係数
Ｋʼ=ＫHD × ＫPD × ＫPA × ＫPM × ηIND

288

393

538 513 500 471 447 428 422
380

215 195

0

100

200

300
400

500

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

単位：kWh

¥0

¥5,000,000

¥10,000,000

¥15,000,000

¥20,000,000

¥25,000,000

竣
工
年

1年
目

2年
目

3年
目

4年
目

5年
目

6年
目

7年
目

8年
目

9年
目

10
年
目

11
年
目

12
年
目

13
年
目

14
年
目

15
年
目

16
年
目

17
年
目

18
年
目

19
年
目

20
年
目

21
年
目

22
年
目

23
年
目

24
年
目

25
年
目

26
年
目

27
年
目

28
年
目

29
年
目

30
年
目
ライフサイクルコスト試算（5.0kWシステム）

3
3
,
0
0
0

72,000 24,000

h=Lsin、d=2hより
アレイ離隔距離は
d=2Lsinθ

：吹抜上部(構造上、不利となる範囲）

3F ROOF
※日影上、不利となる範囲

ROOF

案２：物理的最大配置案 案１：教育用配置案

太陽電池モジュール　検討用参考図

仕　　様:単結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池
最大出力:375W
質　　量:21.0kg
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太陽電池アレイ　検討用参考図

太陽電池アレイ　設置検討図

□検討案

　案１：教育用(見学用)に設置をする場合

　　　　[特徴]

　　　　　①西日が３階に遮蔽されるため、午後からの発電効率が若干悪い

　　　　　　傾向となる。

　　　　　②転落防止用フェンスなどの安全対策が必要となる。

　案２：物理的に最大限設置をする場合

　　　　[特徴]

　　　　　①5.0kW x 30基 = 150kWとなり、イニシャルコストが莫大となる。

　　　　　②３階の柱割りによって、基礎・鉄骨架台などの構造的なコストが

　　　　　　莫大となる。

　　　　　③長期休暇期間や早朝・夕方など消費電力以上に発電してしまい、

　　　　　　運転停止（逆潮流防止）となるため、総合的効率が非常に悪い。

　　　　　④保守管理動線（階段棟屋など）を確保する必要がある。
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※基礎､架台は実施設計による

太陽電池アレイ・架台参考図（正面図）　S=1/100(A3) 太陽電池アレイ・架台参考図（側面図）　S=1/100(A3)

＜5.0kWシステムアレイ＞ ＜5.0kWシステムアレイ＞

※基礎､架台は実施設計による
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　　　　　　運転停止（逆潮流防止）となるため、総合的効率が非常に悪い。
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（1）検討条件

（２）年間シミュレーション結果

（３）ライフサイクルコスト試算結果（30 年）

（４）注意事項

太陽電池アレイ　検討用参考図

太陽電池モジュール　検討用参考図

太陽電池アレイ　設置検討図

仕　　様：単結晶シリコン太陽電池
最大出力：375W
質　　量：21.0 ㎏

案 1：教育用（見学用）に設置する場合
　　　・グラウンド側や通行人から太陽光発電パネルが見える。

案 2：物理的に最大限設置をする場合
　　　・5.0kW×30 基＝150kW となり、イニシャルコストが莫大となる。
　　　・3階の柱割りによって、基礎・鉄骨架台などの構造的なコストが莫大となる。（10,012,000 円　×　30　＝　300,360,000 円）
　　　・長期休暇期間や早朝・夕方など消費電力以上に発電してしまい、運転停止（逆潮流防止）となるため、総合的効率が非常に悪い。
　　　・保守管理動線（階段塔屋など）を確保する必要がある。
　　　・グラウンド側や通行人から太陽光発電パネルが見えない。
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0

72,000 24,000

h=Lsin、d=2hより
アレイ離隔距離は
d=2Lsinθ

：吹抜上部(構造上、不利となる範囲）

3F ROOF
※日影上、不利となる範囲

ROOF

案２：物理的最大配置案 案１：教育用配置案

太陽電池モジュール　検討用参考図

仕　　様:単結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池
最大出力:375W
質　　量:21.0kg

(
12

50
) 

(
12

50
) 

太陽電池アレイ　検討用参考図

太陽電池アレイ　設置検討図

□検討案

　案１：教育用(見学用)に設置をする場合

　　　　[特徴]

　　　　　①西日が３階に遮蔽されるため、午後からの発電効率が若干悪い

　　　　　　傾向となる。

　　　　　②転落防止用フェンスなどの安全対策が必要となる。

　案２：物理的に最大限設置をする場合

　　　　[特徴]

　　　　　①5.0kW x 30基 = 150kWとなり、イニシャルコストが莫大となる。

　　　　　②３階の柱割りによって、基礎・鉄骨架台などの構造的なコストが

　　　　　　莫大となる。

　　　　　③長期休暇期間や早朝・夕方など消費電力以上に発電してしまい、

　　　　　　運転停止（逆潮流防止）となるため、総合的効率が非常に悪い。

　　　　　④保守管理動線（階段棟屋など）を確保する必要がある。

1
76
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1048 35

※基礎､架台は実施設計による

太陽電池アレイ・架台参考図（正面図）　S=1/100(A3) 太陽電池アレイ・架台参考図（側面図）　S=1/100(A3)

＜5.0kWシステムアレイ＞ ＜5.0kWシステムアレイ＞

※基礎､架台は実施設計による

：保守上の安全離隔距離（2,000mm）

RFL(水上)
仕上天端▽

1,500

RFL(水上)
仕上天端▽

θ=50°

L=
2,
10
6

1,765

≒12,430

≒
3
,
3
1
3

1
,
7
0
0

ｱﾚｲ離隔距離=3,227以上
≒3,400

①発電容量は 5.0kw（架台設置形）とします。

②ライフサイクルコストの試算は、

　・全量自家消費とします。

　・計算期間は 30 年とします。

　・発電量＝業務用契約料金単価 33.24 円×年間電力量料金発電量を、削減額とします。

　・構成は「イニシャルコスト」-「年間電力量料金削減額（自家消費）」+「機器更新費」とします。

　・機器更新費は、電力変換装置、データ収集・表示装置など電子部品を搭載している機器について、8年目で更新が

　　必要との前提とします。

・社会情勢により、関連制度（消防法、電気事業法等）の大幅な変更が行われている可能性があります。

６ー３　太陽光発電検討
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砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

非常用自家発電機負荷 1

屋体関係

25％
0％ 0.0VA

－

2411.5VA

20549.5VA

保育室

６ー４　非常用自家発電装置の検討

（１）発電設備容量検討（単相負荷）

①検討条件

・災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

・類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/ ㎡）を求め算出します。

・想定負荷容量は、原単位（VA/ ㎡）に対して BCP 需要率 (ex. 照明 50% 点灯 )を乗じた値として算出します。

②負荷算出一覧

・電灯負荷その 1

（２）発電設備容量検討（三相負荷）

①検討条件

・諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

・類似物件（学校）の負荷容量より原単位（W/ ㎡）を求め算出します。

※類似物件（学校）との設備方式との違いにより、結果が大きく異なる場合があります

②負荷算出一覧

・動力負荷その 1

③発電機想定容量

・電灯負荷その 1　：20.5kVA　⇒　28.8kVA 以上（非常用自家発電機）

・電灯負荷その 2　：10.9kVA　⇒　15.7kVA 以上（協定による仮設発電機）

・電灯負荷その 3　：12.2kVA　⇒　17.5kVA 以上（協定による仮設発電機）

③発電機想定容量

・動力負荷その 1　： 4.4kW　⇒　 27.5kVA 以上（非常用自家発電機）

・動力負荷その 2　：94.6kW　⇒　299.7kVA 以上（※発電機による稼働はしない）

・動力負荷その 3　： 8.5kW　⇒　 36.4kVA 以上（協定による仮設発電機）

・動力負荷その 2

・動力負荷その 3

・電灯負荷その 2

・電灯負荷その 3

資料編

砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

仮設発電機負荷 1

75% 7234.5VA

10863.9VA

砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

仮設発電機負荷 2

砂川市義務教育学校建設基本設計　発電設備（内燃機関）容量検討　～三相負荷～

１．検討条件 ３．発電機想定容量

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。 (1)動力負荷その１ ： →

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（W/㎡）を求め算出します。

　※類似物件（学校）との設備方式との違いにより、結果が大きく異なる場合があります。 (2)動力負荷その２ ： →

２．負荷算出一覧

(1)動力負荷その１

(2)動力負荷その２

計

三相仮設発電機負荷２ 計 8.5kW

8.5kW冷暖房 保健室 172㎡ 冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100%

三相仮設発電機負荷１ 94.6kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

100% 18.5kW
屋体関係 メインアリーナ 1542㎡

冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100% 76.1kW

換気(外調機) 12.0W/㎡

BCP需要率 想定負荷容量分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

94.6kW 299.7kVA以上

8.5kW 36.4kVA以上

仮設発電機負荷 3

砂川市義務教育学校建設基本設計　発電設備（内燃機関）容量検討　～三相負荷～

１．検討条件 ３．発電機想定容量

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。 (1)動力負荷その１ ： →

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（W/㎡）を求め算出します。

　※類似物件（学校）との設備方式との違いにより、結果が大きく異なる場合があります。 (2)動力負荷その２ ： →

２．負荷算出一覧

(1)動力負荷その１

(2)動力負荷その２

計

三相仮設発電機負荷２ 計 8.5kW

8.5kW冷暖房 保健室 172㎡ 冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100%

三相仮設発電機負荷１ 94.6kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

100% 18.5kW
屋体関係 メインアリーナ 1542㎡

冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100% 76.1kW

換気(外調機) 12.0W/㎡

BCP需要率 想定負荷容量分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

94.6kW 299.7kVA以上

8.5kW 36.4kVA以上

砂川市義務教育学校建設基本設計　発電設備（内燃機関）容量検討　～三相負荷～

１．検討条件 ３．発電機想定容量

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。 (1)動力負荷その１ ： →

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（W/㎡）を求め算出します。

　※類似物件（学校）との設備方式との違いにより、結果が大きく異なる場合があります。 (2)動力負荷その２ ： →

２．負荷算出一覧

(1)動力負荷その１

(2)動力負荷その２

計

三相仮設発電機負荷２ 計 8.5kW

8.5kW冷暖房 保健室 172㎡ 冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100%

三相仮設発電機負荷１ 94.6kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

100% 18.5kW
屋体関係 メインアリーナ 1542㎡

冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100% 76.1kW

換気(外調機) 12.0W/㎡

BCP需要率 想定負荷容量分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

94.6kW 299.7kVA以上

8.5kW 36.4kVA以上

仮設発電機負荷 4

砂川市義務教育学校建設基本設計　仮設発電設備容量検討　～単相負荷～

１．検討条件

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（VA/㎡）を求め算出します。

　(3)想定負荷容量は、原単位（VA/㎡）に対してBCP需要率(ex.照明50%点灯)を乗じた値として算出します。

２．負荷算出一覧

(1)電灯負荷その１ (3)電灯負荷その３

３．発電機想定容量

(1)電灯負荷その１ ： →

(2)電灯負荷その２ ： →

(3)電灯負荷その３ ： →

(2)電灯負荷その２

災害対応用非常用発電機負荷（常用発電機） 計

13275.4VA

12169.6VA

単相仮設発電機負荷１ 計

単相仮設発電機負荷２ 計

12.2kVA

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

控室・ステージ

照明

コンセント

換気

156㎡

2.0VA/㎡

3.0VA/㎡

100% 9646.0VA

10% 2480.4VA

－ （三相負荷）

コンセント 18.0VA/㎡メインアリーナ 1378㎡

照明 7.0VA/㎡

換気・空調 －

1.0VA/㎡

100%

0%

100%

312.0VA

0.0VA

156.0VA
屋体関係

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

17.5kVA以上

50% 92.0VA

コンセント 224.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 1.0VA/㎡

更衣室 61㎡

照明 3.0VA/㎡

100% 61.3VA

トイレ 55㎡

照明 1.0VA/㎡ 100% 55.3VA

コンセント 104.0VA/㎡ 30% 1725.4VA

換気 29.0VA/㎡ 100% 1603.7VA

860.0VA50%10.0VA/㎡照明

172㎡保健室

18.6kVA以上

特別教室 家庭科室 128㎡

照明 8.0VA/㎡ 50% 512.0VA

器具庫 92㎡

照明 3.0VA/㎡ 100% 276.0VA

コンセント 5.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

コンセント 38.0VA/㎡ 80% 5228.8VA管理諸室

1408.0VA100%11.0VA/㎡換気

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1204.0VA

2956.8VA5%462.0VA/㎡コンセント

想定負荷容量BCP需要率

照明 3.0VA/㎡ 100%

換気 2.0VA/㎡ 0%

405.0VA

コンセント 13.0VA/㎡ 0% 0.0VA

0.0VA

学童保育

児童室 224㎡

照明 4.0VA/㎡ 100% 896.0VA

備蓄庫・器具庫 135㎡

コンセント 7.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1568.0VA

144㎡

照明 2.0VA/㎡ 100% 287.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 1004.5VA

18.1kVA 25.7kVA以上

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

18137.9VA

事務室 64㎡

照明 6.0VA/㎡ 70%

学童ホール

10112.0VA

換気・空調 7.0VA/㎡ 100% 448.0VA

13.3kVA玄関 16㎡

照明 2.0VA/㎡ 50% 16.0VA

コンセント 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

換気 3.0VA/㎡ 0% 0.0VA

268.8VA

コンセント 158.0VA/㎡ 100%

砂川市義務教育学校建設基本設計　発電設備（内燃機関）容量検討　～三相負荷～

１．検討条件 ３．発電機想定容量

　(1)諸元表より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。 (1)動力負荷その１ ： →

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（W/㎡）を求め算出します。

　※類似物件（学校）との設備方式との違いにより、結果が大きく異なる場合があります。 (2)動力負荷その２ ： →

２．負荷算出一覧

(1)動力負荷その１

(2)動力負荷その２

計

三相仮設発電機負荷２ 計 8.5kW

8.5kW冷暖房 保健室 172㎡ 冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100%

三相仮設発電機負荷１ 94.6kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率 想定負荷容量

100% 18.5kW
屋体関係 メインアリーナ 1542㎡

冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100% 76.1kW

換気(外調機) 12.0W/㎡

BCP需要率 想定負荷容量分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

94.6kW 299.7kVA以上

8.5kW 36.4kVA以上

砂川市義務教育学校建設基本設計　発電設備（内燃機関）容量検討　～三相負荷～

１．検討条件 ３．発電機想定容量

　(1)諸元表(23.2.25)より、災害時対応室の負荷種別毎の想定負荷容量より算出します。 (1)動力負荷その１ ： → ⇒ ※一般停電用予備発電機

　(2)類似物件（学校）の負荷容量より原単位（W/㎡）を求め算出します。

　※類似物件（学校）との設備方式との違いにより、結果が大きく異なる場合があります。 (2)動力負荷その２ ： → ⇒ ※一般停電用予備発電機

２．負荷算出一覧 (3)動力負荷その３ ： → ⇒ ※仮設発電機

(1)動力負荷その１

(4)動力負荷その４ ： → ⇒ ※一般停電用予備発電機

(5)動力負荷(参考） ： → ⇒ ※仮設発電機

(2)動力負荷その２　※メインアリーナ以外の避難居室

(3)動力負荷その３

(4)動力負荷その４　※保健室

(5)動力負荷（参考）　※メインアリーナ暖房＋換気

計 94.6kW

換気(外調機) 12.0W/㎡ 100% 18.5kW
屋体関係 メインアリーナ 1542㎡

76.1kW 318.6kVA以上

143.4kW 600.3kVA以上

4.4kW

42.1kW

27.5kVA以上

想定負荷容量

冷暖房 EHPの場合 96㎡ 空調室外機 438.6W/㎡ 100% 42.1kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率

想定負荷容量

給水 加圧給水ポンプの場合 － 加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟ － 100% 4.4kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率

想定負荷容量

冷暖房

200.0kVA以上

各避難居室 327㎡ 冷暖房(EHP) 438.6W/㎡ 100% 143.4kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率

想定負荷容量

冷暖房(EHP) 49.4W/㎡ 100% 76.1kW

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位 BCP需要率

有圧換気扇 0.4W/㎡

分類 室名 合計面積 負荷分類 原単位

計 6.6kW

6.6kW 41.3kVA以上

想定負荷容量

屋体関係 メインアリーナ 1542㎡
高温風暖房 3.9W/㎡

350.0kVA 

700.0kVA

37.5kVA 

200.0kVA

50.0kVA

100% 0.6kW

100% 6.0kW

BCP需要率

ｘ１台

ｘ１台

ｘ１台

ｘ１台

ｘ１台

三相

三相

三相

三相

三相

4.4kW非常用自家発電機負荷 2
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６ー５　防水工法比較検討

資料編

強力なバーナーを使用するため、火災
への注意が必要である為、火傷・火災
への注意が必要である。

○
溶融釜を使用するため、設備及び熱管
理が必要であり、火傷・火災の注意が
必要である。

△
強力なバーナーを使用するため、火災
への注意が必要である為、火傷・火災
への注意が必要である。

○
火気をほとんど使用しない為、安全性
は高い。 ○

溶剤系の接着剤を用いる為、火災や中
毒への注意が必要である。 ○

溶剤系の材料を用いる為、火災や中毒
への注意が必要である。 ○

溶剤系の材料を用いる為、火災や中毒
への注意が必要である。 ○

定型材（ルーフィング）を不定形材
（溶融アスファルト）にて貼りあわせ
る為、確実な水密性を確保しやすい。
積層工法である為、ヒューマンエラー
が起きにくい。

◎

定型材（ルーフィング）を不定形材
（溶融アスファルト）にて貼りあわせ
る為、確実な水密性を確保しやすい。
積層工法である為、ヒューマンエラー
が起きにくい。

◎

定型材（シート）だけである為、シー
ト同士のジョイント部で高い施工精度
が要求される。 △

定型材（シート）だけである為、シー
ト同士のジョイント部で高い施工精度
が要求される。 △

定型材（シート）だけであるため、
シートのジョイント部で高い施工精度
が必要である上に、単層防水であるた
めヒューマンエラーを防ぎにくい。

△

配合比や攪拌方法によって防水性能が
左右される上、管理が困難である為、
ヒューマンエラーを防ぎにくい。 △

季節や天候に左右されることなく、均
一防水層を形成でき、ヒューマンエ
ラーが起きにくい。 ◎

臭気
溶融釜を使用しない為、従来の熱アス
ファルト防水に比べ、臭気の問題を抑
えられる。

○
溶融釜を使用しアスファルトコンパウ
ンドを溶融する為、臭い・煙の問題が
大きい。

△
溶融釜を使用しない為、従来の熱アス
ファルト防水に比べ、臭気の問題を抑
えられる。

○
火気、溶剤を使用しないため、臭気の
発生はほとんどない。

◎
溶剤系の接着剤を用いる為、臭気は発
生する。

○
溶剤系の接着剤を用いる為、臭気は発
生する。

○
溶剤系の接着剤を用いる為、臭気は発
生する。

○

騒音
強力なバーナーを使用するため、バー
ナーの音が発生する。

○
溶融釜を使用するため、バーナーの音
が発生する。

○
強力なバーナーを使用するため、バー
ナーの音が発生する。

○ 工具による騒音は発生しにくい。 ◎
ドリルで躯体に穴を開ける為、騒音が
発生する。

△ 工具による騒音は発生しにくい。 ◎ 工具による騒音は発生しにくい。 ◎

飛び火認定あり ○ 飛び火認定あり ○ 飛び火認定あり ○ 飛び火認定あり ○ 飛び火認定あり ○
飛び火認定の取得がないため、断熱材
50㎜以下でしか使用不可

× 飛び火認定あり ○

大規模にも対応可能 〇 大規模にも対応可能 〇 大規模にも対応可能 〇 大規模にも対応可能 〇
単層のため規模が大きいと破断が生じ
やすい

×
大規模にも対応可能
工期が早い

◎
大規模にも対応可能
工期が早い

◎

1.0 〇 1.0 〇 1.1 △ 1.2 △ 0.8 ◎ 1.1 △ 1.1 △

通気絶縁シートを貼った上に、ウレタン塗膜
防水を塗布する。

仕様 JSX-020G X-1

■防水工法比較表

工法 無釜型熱アスファルト防水 熱アスファルト防水 改質アスファルトシート防水 合成高分子系ルーフィングシート防水 ウレタン塗膜防水

施工写真

DI-1 ASI-T1 ASI-J１ SI-M2

施工法

1層目に通気層を設けた自着タイプのルーフィ
ングを貼り付け、バーナーで1層目の表面を加
熱溶融しながら2層目を貼り重ねる。

溶融釜を用いて、アスファルトを溶融する
為、臭い・煙の問題がある。
定型材を貼り付ける為、複雑箇所では高い施
工精度が要求される。

シート同士でジョイント部を形成する為、熱
アスファルト防水に比べ、水密性の確保に高
い施工精度が不可欠となり、技能員の技量に
よって防水性能が左右されやすい。
定型材（シート）を貼り付ける為、複雑箇所
では高い水密性が要求される。

シート同士でジョイント部を形成する為、熱
アスファルト防水に比べ、水密性の確保に高
い施工精度が不可欠となり、技能員の技量に
よって防水性能が左右されやすい。
定型材（シート）を貼り付ける為、複雑箇所
では高い水密性が要求される。

下地との接合がビスのみである為、ビスの固
定強度・風圧等の確認が必要である。
単層であること、シート同士でジョイント部
を形成する為、高い施工精度が不可欠とな
り、技能員の技量によって防水性能が左右さ
れやすい。
単層防水であるため、1箇所に破断が漏水へ
つながる可能性が複層防水に比べ高い。

1層目に通気層を設けた自着タイプのルーフィ
ングを貼り付け、2層目は全面密着の自着タイ
プのルーフィングを圧着し貼り重ねる。

下地にディスク、プレートをビスを用いて固
定し、これらに塩ビシートを貼り付ける。
ジョイント部は熱風又は溶剤溶着させる。

常温施工であるため、火傷や火災の問題を抑
えられる。
単層防水の為、施工スピードが複層防水に比
べ速い。

溶融したアスファルトを用いて、ルーフィン
グを貼り重ねる。

1層目に通気層を設けた自着タイプのルーフィ
ングを貼り付け、2層目はルーフィングの裏面
をバーナーで炙りながら貼り重ねる。

短所

定型材を貼り付ける為、複雑箇所では高い施
工精度が要求される。

長所

定型材（ルーフィング）と不定形材（溶融コ
ンパウンド）を用いて、防水層を形成する
為、ルーフィング間の空隙を埋めることがで
き、確実な接着、確実な水密性を確保でき
る。

定型材（ルーフィング）と不定形材（溶融コ
ンパウンド）を用いて、防水層を形成する
為、ルーフィング間の空隙を埋めることがで
き、確実な接着、確実な水密性を確保でき
る。

溶融釜を使用しないため、熱アスファルト防
水に比べ煙の問題を抑えられる。

溶融釜を使用しないため、熱アスファルト防
水に比べ煙の問題は少ない。また、裸火をほ
とんど使用しないため、火傷や火災の問題を
抑えられる。

次期改修で一般的に
選択可能な工法

かぶせ工法 かぶせ工法 かぶせ工法 かぶせ工法 撤去工法
（メーカー仕様によってかぶせ工法も可能）

施工中の安全性

施工精度の確保

周辺環
境への
配慮

標準耐用年数
（ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ改修年

25年（７年） 15年（７年）

耐火性能

15年（７年）

施工規模への対応

超速硬化ウレタン塗膜防水

DD-B-SPF

通気絶縁シートを貼った上に、超速硬化ウレ
タン材を塗布する。

15年（5年）

2液の防水材料を技能員によって、配合・攪拌
し防水材料を完成させる為、技能員の技量に
よって防水材料自体の性能が左右される。

増し塗り工法

15年（７年） 15年（10年）

圧縮空気によって微粒子化し、多重衝突混合
させて防水層を形成する防水システム。下地
の凹凸に左右されにくく、均一な塗膜厚さが
得られやすい。塗布後、短時間で実用強度を
得ることができるので、塗膜の積層ならびに
次工程の施工が可能で、工期を短縮すること
ができる。

スプレーによる防水システムのため、風の影
響を受けやすい。機械化吹付施工のため施工
面積が少量の場合、他の防水工法より割高と
なる場合がある。

増し塗り工法

15年（10年）

常温工法であるため、火傷や火災の問題を抑
えられる。
形状にとらわれることなく施工が可能であ
り、複雑な納まりにも対応できる。シームレ
スな防水のため水密性は高い。

◎

コスト比
（イニシャル）

総　評 ◎ 〇 △ △ × ×

□防水工法比較表
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６ー６　構造比較検討

資料編

□構造形式比較表

□杭工法比較表
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□杭工法比較表 2023.5.12
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□杭工法比較表 2023.5.12

×6m

3. 3. 2. 2.

.

FTP

L

FTP

H

FTP

H
H
H

” ” ”

” ”

□杭工法比較表 2023.5.12
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６ー７　外構舗装比較検討

資料編

□園路広場舗装比較表

があり曲面や円形に対応で
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６ー７　外構舗装比較検討

□グラウンド舗装比較表

・保水力があり、表面が締め固まって
　いる状態であるため、滑りにくく、　
　平坦性が保たれる。
・車いす利用時でも容易に利用できる。

・不陸等が起こりにくいが、使用後
　のダスト補充や整正など日常管理
　が必要である。

・降雨には比較的強く、舗装材の保
　水力により締め固まりがあるため、
　ダストの散乱は通常のダストと比
　べ少ない

・足の引っ掛かり防止のため、日常的
　な芝刈りや、状況に応じて散水、肥
　料散布、雑草取りが必要である。定
　点の踏圧による芝枯れがある場合は
　植替えが必要である。

資料編
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（１）ZEB 導入検討

　ZEB とは「先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制やパッシブ技術の採用による自然エネルギーの積極的な活

用、高効率な設備システムの導入等により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギー化を実現した上で、再生可

能エネルギーを導入することにより、エネルギー自立度を極力高め、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとする

ことを目指した建築物」と定義しています。現在、ZEB の実現・普及に向けて、以下の 4 段階の ZEB を定性的及び定量

的に定義しています。

　文部科学省から「学校施設の ZEB 化の推進政策についての報告書」が公表されており、「今後予定する新築事業につ

いては原則 ZEB Oriented 相当以上とし、2030 年度までに新築建築物の平均で ZEB Ready 相当となることを目指す。」

という政府実行計画の施策が示されています。本計画では学校施設の ZEB 化の推進を図るため、ZEB Oriented（BEI=0.6

以下）を目指します。

６ー８　省エネルギーの取り組み

資料編

（２）カーボンニュートラルへの取り組み

　カーボンニュートラルへ向けて、①設計時 ②運用時 ③将来対応 の各フェーズにおいて二酸化炭素排出の抑制に配

慮します。

①設計時

・躯体量削減：シンプルでコンパクトな建物形状とし、階高も必要な部分と必要でない部分でメリハリをつけることで

　躯体量を削減する計画とし、工事による二酸化炭素発生を抑制します。

・外断熱工法、高性能の開口部：屋根・壁への外断熱工法の採用と、Low-E 複層ガラスやアルミ樹脂複合サッシの採用

　により建物の外皮性能を高め、エネルギー消費量の縮減を行います。

・庇による南側の日射遮蔽：南面に庇を設けます。夏季には日射が直接室内に入らず、冬季には暖かな日差しが室内に

　入るよう庇の出幅を検討することで、暖冷房の負荷を削減します。

・自然エネルギー利用　自然通風、自然採光：中間期にはエアコンに頼らず、積極的に自然通風を活用できる仕組みを

　盛り込みます。三層吹抜となるメディアコート上部にハイサイドライトを設け吹抜上部からドラフト効果を利用して

　風が流れる仕組みを作ります。南側教室、北側特別教室各教室は、外壁側から風を入れ、廊下側に風を抜く、風通し

　の良い学習空間になるよう検討します。また、ハイサイドライトから吹き抜け越しに自然光を取り入れます。

・木材活用による二酸化炭素の固定化：外装材の一部や内装材（フローリング、家具、壁材、天井材）への木材利用を

　積極的に行います。木材を多く利用することで多くの二酸化炭素が固定化されます。木質化による温かみのある空間

　づくりをカーボンニュートラルへの貢献につなげます。

②運用時

・高効率 EHP/ 熱交換換気扇による空調負荷低減：消費エネルギーの少ない高効率設備機器を選定します。また、換気

　による空調負荷を最小限に留めるため、熱交換換気扇の導入を行います。

・居住域暖房による空調エネルギーの削減：吹抜等の大空間については、利用者が滞在する範囲のみを快適な温熱環境

　とする居住域暖房の考え方を取り入れます。大空間全体の空気を温めたり冷やしたりする空調方式に比べ大きなエ

　ネルギー縮減を図ることが可能です。

・全館 LED 化、人感センサーによる照明エネルギー削減：施設の照明を全て LED 照明とします。また、トイレや倉庫等

　に人感センサーを設置して点灯時間の削減を行います。

・再生可能エネルギー設備の導入利用（太陽光）：太陽光発電パネルを設置して再生可能エネルギーを活用します。

　発電量についてはイニシャルランニングコストの比較検討を行い検討します。

③将来対応

・長寿命化による二酸化炭素発生の抑制：長寿命な材料を使いながら躯体を外断熱で劣化から守ることで、建物の長寿

　命化を図ります。建物の長寿命化で改修サイクルを伸ばし、将来の工事等で発生する二酸化炭素を抑えます。

・太陽光発電パネルの増設に配慮：将来計画で太陽光発電パネルの増設が行えるように、建物の屋上にシステム設置の

　ためのスペースを残します。

*ZEB Oriented においては、更なる省エネに向けた未
評価技術（WEBPRO において現時点で評価されてい
ない技術）を、以下 15 項目の内 1 つ以上を導入する。

・CO2 濃度による外気量制御
・ 自然換気システム
・空調ポンプ制御の高度化
・空調ファン制御の高度化
・冷却塔ファン・インバータ制御
・照明のゾーニング制御
・フリークーリング
・デシカント空調システム
・クール／ヒートトレンチシステム
・ハイブリッド給湯システム等
・地中熱利用の高度化（給湯ヒートポンプ、オープン
　ループ方式、地中熱直接利用等）
・コージェネレーション設備の高度化（吸収式冷凍機
　への蒸気利用、燃料電池、エネルギーの面的利用等）
・自然採光システム
・超高効率変圧器
・熱回収ヒートポンプ

定性的な定義

『ZEB』 年間の一次エネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスの建築物

ZEB に限りなく近い建築物として、ZEB Ready の要件を満たしつ
つ、再生可能エネルギーにより年間の一次エネルギー消費量をゼ
ロに近付けた建築物

ZEB を見据えた先進建築物として、外皮の高断熱化及び高効率な
省エネルギー設備を備えた建築物

ZEB Ready を見据えた建築物として、外皮の高性能化及び高効率
な省エネルギー設備に加え、更なる省エネルギーの実現に向けた
措置を講じた建築物

以下の➀～➁のすべてに適合した建築物
➀基準一次エネルギー消費量から 50% 以上の削減
　（再生可能エネルギーを除く）
➁基準一次エネルギー消費量から 100% 以上の削減
　（再生可能エネルギーを含む）
以下の➀～➁のすべてに適合した建築物
➀基準一次エネルギー消費量から 50% 以上の削減
　（再生可能エネルギーを除く）
➁基準一次エネルギー消費量から 75% 以上 100% 未満の削減
　（再生可能エネルギーを含む）

再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量から 50%
以上の一次エネルギー消費量削減に適合した建築物

以下の➀及び➁の定量的要件を満たす建築物
➀該当する用途毎に、再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー
　消費量から規定する一次エネルギー消費量を削減すること
　A) 事務所等、学校等、工場等は 40% 以上の一次エネルギー消費量削減
　B) ホテル等、病院等、百貨店等、飲食店等、集会所等は 30% 以上の
　　 一次エネルギー消費量削減
➁「更なる省エネルギーの実現に向けた措置」として、未評価技術　　
　（WEBPRO において現時点で評価されていない技術）を導入すること

Nearly ZEB

ZEB Ready

ZEB Oriented

定量的な定義（判断基準）

省エネで用途毎に限定する削減量を達成
+未評価技術 *導入によるさらなる省エネ

40％以上へらす 30％以上へらす

事務所等・学校
・工場

ホテル等・病院等・百貨店等
・飲食店等・集会所等
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